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
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
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国
土
交
通
省
の
２
０
２
０
年

度
﹁
海
外
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ


ク
ト
技
術
者
認
定
・
表
彰
制
度
﹂

で
国
土
交
通
大
臣
奨
励
賞
を
受

賞
し
た

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

︵
Ｕ
Ａ
Ｅ
︶
の
ア
ブ
ダ
ビ
国
際

空
港
拡
張
に
伴
う
地
域
冷
房
プ

ラ
ン
ト
建
設
プ
ロ
ジ

ク
ト
で

陣
頭
指
揮
を
執
り

過
酷
な
作

業
環
境
を
乗
り
越
え
て
工
事
を

無
事
完
成
さ
せ
た

﹁
今
回
の

受
賞
に
お
ご
ら
ず
今
後
も
海
外

で
設
備
工
事
に
携
わ

て
い
き

た
い
﹂
と
話
す


　
現
場
は
広
大
な
土
漠
地
帯
で

真
夏
の
気
温
が

度
を
超
え

る

機
械
設
備
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
施
工
図
作
成
や
作
業
調

整

品
質
管
理

コ
ミ

シ


ニ
ン
グ
を
担

た

プ
ロ
ジ


ク
ト
で
心
を
砕
い
た
の
は

現

場
で
共
に
汗
を
流
し
た
現
地
技

能
者
ら
の
﹁
文
化
や
価
値
観
を

理
解
す
る
﹂
こ
と

で
き
る
だ

け
多
く
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら

工
事
の
完
了
に
心
血
を
注
い
だ

と
振
り
返
る


　
日
系
の
設
備
工
事
会
社
は
Ｕ

Ａ
Ｅ
で
は
珍
し
い

顧
客
は

﹁
日
本
の
品
質
の
高
さ
を
期
待

し
て
い
る
﹂
と
の
思
い
を
胸
に

秘
め

﹁
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム

を
提
供
す
る
努
力
は
惜
し
ま
な

い
﹂
姿
勢
で
プ
ロ
ジ

ク
ト
に

臨
ん
だ

こ
れ
か
ら
も
数
多
く

の
経
験
を
積
み

﹁
世
界
に
通

用
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
﹂

こ
と
が
自
身
の
目
標
だ


　
２
０
０
５
年
龍
谷
大
学
理
工

学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

卒

新
菱
冷
熱
工
業
入
社

月

に
１
回
程
度

会
社
の
同
僚
や

現
地
ス
タ

フ
と
ゴ
ル
フ
を
プ

レ

し
心
身
共
に
リ
フ
レ

シ


す
る
大
阪
府
出
身

歳


震
災
の
経
験
知
共
有
し

　
　
　
　
次
に
備
え
る

　
◯

﹁
東
日
本
大
震
災
か

ら

年
の
復
旧
・
復
興
支
援

で
得
た
知
見
を
社
内
で
共
有

し

次
に
備
え
る
こ
と
が
急

務
だ
﹂
と
語
る
の
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の
栗

田
敏
寿
社
長

被
災
地
の
調

査
や
復
旧
・
復
興
事
業
に
関

わ

た
経
験
知
を

後
進
の

た
め
に
何
ら
か
の
形
で
ま
と

め
る
考
え

Ｂ
Ｃ
Ｐ
︵
事
業

継
続
計
画
︶の
策
定
も
含
め


非
常
時
の
災
害
対
応
の
強
化

に
取
り
組
む


　
◯

Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内
の

鉄
道
路
線
は
東
北
沿
岸
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
受
け

た

自
社
の
技
術
者
も
震
災

直
後
か
ら
現
地
の
被
災
状
況

の
調
査
に
入
り

復
興
方
針

に
基
づ
き
設
計
に
も
関
与
し

た

鉄
道
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｔ
︵
バ

ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
︶
に

切
り
替
わ

た
区
間
で
は


停
留
所
に
バ
ス
を
誘
導
し
て

停
車
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
導
入

も
支
援
し
た


　
◯

２
月

日
の
福
島
沖

地
震
を
受
け

被
災
地
支
援

の
経
験
者
は
す
ぐ
現
地
調
査

や
支
援
が
必
要
か
ど
う
か
と

頭
を
巡
ら
す

未
経
験
者
は

被
害
状
況
が
明
ら
か
に
な


た
後

﹁
親
会
社
か
ら
設
計

を
任
さ
れ
た
段
階
で
対
応
す

れ
ば
い
い
﹂
と
考
え
る

そ

う
し
た
意
識
の
差
を
埋
め
る

た
め
に
も

経
験
者
が
社
内

に
い
る
う
ち
に
次
世
代
へ
の

伝
承
を
急
ぐ


太平洋セメント
不死原正文社長

逃
げ
ず
乗
り
越
え
る

　
感
受
性
と
好
奇
心
を
持
ち

続
け

人
と
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し

個
性
を
磨
い
て

ほ
し
い

長
い
会
社
人
生
で

は
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
こ
と

自
分
の
不
甲
斐

な
さ
に
悩
む
こ
と
も
多
く
あ

る
と
思
う

逃
げ
ず
に
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
ほ
し
い

そ

れ
が
経
験
と
し
て
自
分
自
身

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

た

く
ま
し
く
成
長
し
て
い
き


当
社
に
と

て
欠
か
せ
な
い

人
材
と
な
る
こ
と
を
期
待
す

る


社
長
に
幸
長
茂
雄
氏

成
和
リ
ニ



ア
ル
ワ

ク
ス

　
大
成
建
設
の
グ
ル

プ
会
社

で
基
礎
工
事
や
建
設
用
機
械
の

製
造
な
ど
を
手
掛
け
る
成
和
リ

ニ


ア
ル
ワ

ク
ス
︵
東
京

都
港
区
︶
の
社
長
に

１
日
付

で
幸
長
茂
雄
取
締
役
兼
執
行
役

員
工
事
統
轄
部
工
事
担
当
が
就

任
し
た

山
上
正
敏
社
長
は
取

締
役
に
就
い
た


　
幸
長
　
茂
雄
氏
︵
ゆ
き
な
が

・
し
げ
お
︶
１
９
８
１
年
大
阪

工
業
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科

卒

大
成
建
設
入
社

２
０
１

４
年
北
信
越
支
店
土
木
部
長



年
名
古
屋
支
店
土
木
部
長



年
成
和
リ
ニ


ア
ル
ワ


ク
ス
取
締
役
兼
執
行
役
員
工
事

統
轄
部
工
事
担
当

兵
庫
県
出

身


歳


　
山
下
Ｐ
Ｍ
Ｃ
︵
東
京
都
中
央
区

川
原
秀
仁
社

長
︶
は

ク
ラ
ウ
ド
サ

バ

に
集
約
し
た
土
地

の
関
連
情
報
を
基
に
建
物
規
模
な
ど
を
自
動
算
出

す
る
サ

ビ
ス
を

日
に
開
始
す
る

建
物
建
設

の
初
期
段
階
で
建
築
関
連
の
法
制
度
に
マ

チ
し

た
建
物
規
模
や
家
賃
相
場
な
ど
を
ワ
ン
ス
ト

プ

で
提
供

こ
れ
ま
で
建
築
士
や
不
動
産
会
社
が
分

担
し
て
い
た
複
雑
な
業
務
が
不
要
で

素
早
い
投

資
判
断
を
可
能
に
す
る

今
後

サ

ビ
ス
の
さ

ら
な
る
拡
充
も
図
る


都
内
で
会
見
し
た
川
原
社
長

︵
右
か
ら
２
番
目
︶
と
木
下

専
務
︵
右
端
︶

堆
積
土
砂
選
別
状
況

リ
サ
イ
ク
ル
率

・
２
％

鴻
池
組

佐
野
市
の
災
害

堆
積
土
砂
中
間
処
理
完
了

　
鴻
池
組
は

２
０
１
９
年
秋

の
台
風
災
害
で
発
生
し
た
栃
木

県
佐
野
市
内
の
堆
積
土
砂
の
中

間
処
理
を
完
了
し
た

市
か
ら

業
務
を
受
注
し

年
８
月
上
旬

に
作
業
を
開
始

今
年
１
月
上

旬
ま
で
に
約
３
・
５
万

を
処

理
し


・
２
％
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
を
実
現
し
た


　
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

た
佐
野
市
で
は
複
数
の
河
川
で

氾
濫
や
堤
防
の
決
壊
が
発
生


市
街
地
に
も
土
砂
や
流
木
が
押

し
寄
せ
た

宅
地
内
に
堆
積
し

た
土
砂
は
市
が
所
有
す
る
運
動

公
園
屋
外
プ

ル
第
２
駐
車
場

︵
仮
置
き
場
︶
や

田
沼
グ
リ


ン
ス
ポ

ツ
セ
ン
タ

多
目

的
競
技
場
︵
分
別
場
︶
に
仮
置

き
さ
れ
て
い
た


　
鴻
池
組
は
仮
置
き
場
か
ら
分

別
場
へ
の
堆
積
土
砂
の
運
搬


分
別
場
で
堆
積
土
砂
の
中
間
処

理
な
ど
を
実
施

堆
積
土
砂
は

粗
選
別
で
粗
大
物
な
ど
を
除
去

し
生
石
灰
を
添
加
・
混
合
し
て

含
水
率
を
低
下
さ
せ
た

そ
の

後

振
動
ス
ク
リ

ン
で
粒
径

ご
と

品
目
ご
と
に
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ヤ

で
選
別

選
別
土
は

埋
め
立
て
材
に
リ
サ
イ
ク
ル
し

た


　
同
社
は
長
年
培

て
き
た
環

境
浄
化
技
術
を
生
か
し
災
害
廃

棄
物
処
理
事
業
に
参
画

現
在

は

年
７
月
豪
雨
で
発
生
し
た

福
岡
県
大
牟
田
市
の
災
害
廃
棄

物
処
理
を
行

て
い
る


女
神
建
設
の
新
社
屋
完
成

設
計
・
施
工
は
鹿
島
道
路

　
鹿
島
道
路
の
全
額
出
資
子
会

社
で
土
木
工
事
な
ど
を
手
掛
け

る
女
神
建
設︵
鎌
塚
秀
満
社
長
︶

は

長
崎
県
時
津
町
に
新
社
屋

を
建
設
し
た
‖
写
真

設
計
・

施
工
は
鹿
島
道
路


日
か
ら

業
務
を
開
始
す
る


　
建
設
地
は
元
村
郷
１
３
０
１

の
３

長
崎
市
内
に
あ

た
社

屋
が
老
朽
化
し
た
た
め

職
場

環
境
の
改
善
な
ど
を
目
的
に
新

社
屋
を
建
設
し
た


　
新
社
屋
は
軽
量
鉄
骨
プ
レ
ハ

ブ
造
２
階
建
て
延
べ
２
５
１
平

方

の
規
模

１
階
に
会
議
室

や
屋
内
倉
庫

２
階
に
事
務
室

や
応
接
室
な
ど
が
入
る


　
３
日
に
開
い
た
竣
工
式
に
は

女
神
建
設
や
協
力
会
社
の
関
係

者

鹿
島
道
路
の
竹
田
寿
彦
常

務
執
行
役
員
九
州
支
店
長
ら
が

出
席
し
た


可
搬
式
３
Ｄ
計
測

装
置
を
積
極
展
開

セ
イ
コ

ウ


ブ

　
３
Ｄ
座
標
計
測
装
置
や
腐
食

解
析
ソ
フ
ト
の
開
発
な
ど
を
手

掛
け
る
セ
イ
コ

ウ


ブ

︵
東
京
都
三
鷹
市

新
村
稔
代

表
取
締
役
︶
が

ポ

タ
ブ
ル

３
Ｄ
計
測
装
置
の
展
開
に
力
を

入
れ
て
い
る

手
ぶ
れ
の
影
響

を
受
け
に
く
く

高
い
フ
レ


ム
レ

ト
を
実
現
し
て
い
る
点

が
特
徴

配
管
や
圧
力
容
器
の

余
寿
命
評
価
の
ほ
か

橋
梁
な

ど
の
腐
食
・
塗
装
変
形

コ
ン

ク
リ

ト
構
造
物
の
変
形
な
ど

具
体
的
・
数
値
的
に
把
握
で
き

る


　
ワ
ン
シ


ト
計
測
を
０
・


秒
で
実
行
可
能
で

ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
で
自
動
的
に
３
Ｄ
画
像

を
連
続
合
成
す
る
機
能
も
新
た

に
開
発
し
た


　
﹁
３
Ｄ
Ｓ
Ｌ
　
Ｒ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ

｜

・
Ｒ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
｜

﹂
‖

写
真
‖
は

非
接
触
光
３
Ｄ
計

測
技
術
に
よ
る
非
破
壊
検
査
シ

ス
テ
ム

高
速
カ
メ
ラ
を
採
用

し
て
お
り

炭
素
系
の
暗
色
腐

食
で
も
計
測
が
可
能

現
場
で

の
利
用
を
想
定
し
て
防
じ
ん
・

防
水
機
能
を
備
え
て
い
る

腐

食
減
肉
評
価
は
日
本
溶
接
協
会

の
規
格
に
基
づ
い
て
い
る

非

破
壊
検
査
を
通
じ
て

現
場
ニ


ズ
に
応
え
て
い
く
と
し
て
い

る


　
オ
オ
バ

　
︵
６
月
１
日
︶
常
務
︵
取
締
役
︶
執

行
役
員
企
画
本
部
長
兼
人
事
・
総
務
・

Ｉ
Ｔ
担
当
大
場
俊
憲
▽
財
務
経
理
担
当

を
解
く

常
務
兼
執
行
役
員
内
部
統
制

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
広
報
・
子
会

社
担
当
西
垣
淳
▽
技
術
担
当
︵
技
術
本

部
長
︶
取
締
役
兼
執
行
役
員
益
永
克
人

▽
技
術
本
部
長︵
技
術
本
部
副
本
部
長
︶

上
席
執
行
役
員
美
濃
田
育
祥
▽
上
席
執

行
役
員
東
京
支
店
長
︵
執
行
役
員
東
京

支
店
副
支
店
長
︶
皆
木
信
介

　
▽
上
席
執
行
役
員
財
務
経
理
担
当

︵
執
行
役
員
︶
企
画
本
部
副
本
部
長
兼

法
務
室
長
兼
Ｉ
Ｍ
Ｓ
推
進
室
長
片
山
博

文
▽
執
行
役
員
︵
理
事
︶
企
画
本
部
人

事
総
務
部
長
兼
秘
書
室
長
兼
Ｉ
Ｔ
統
括

室
長
望
月
昭
良
▽
同
︵
同
︶
内
部
統
制

室
長
大
宮
正
浩
▽
大
阪
支
店
専
任
顧
問

︵
上
席
執
行
役
員
東
京
支
店
長
︶
一
條

岳
▽
マ
イ
ス
タ


東
京
支
店
副
支
店

長

理
事

兼
Ｉ
Ｍ
Ｓ
推
進
室
長
兼
国

土
保
全
防
災
部
長
野
中
敏
幸

　
▽
理
事

名
古
屋
支
店
副
支
店
長
兼

品
質
副
管
理
責
任
者
兼
設
計
部
長
小
杉

哲
也
▽
同

大
阪
支
店
副
支
店
長
兼
品

質
副
管
理
責
任
者
兼
総
務
部
長
安
井
信

人
▽
東
京
支
店
副
支
店
長
︵
東
京
支
店

ま
ち
づ
く
り
計
画
部
長
︶
湯
浅
敦
司

　
︵
８
月

日
︶
取
締
役
兼
執
行
役
員

︵
上
席
執
行
役
員
︶
技
術
本
部
長
美
濃

田
育
祥
▽
技
術
本
部
特
別
顧
問
︵
取
締

役
兼
執
行
役
員
技
術
担
当
︶
益
永
克
人

　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

　
︵
４
月
１
日
︶
◇
機
構
改
革
‖
関
連

事
業
本
部
を
新
設
▽
営
業
本
部
を
廃
止

　
◇
人
事
‖
関
連
事
業
本
部
長

代
表

取
締
役
副
社
長
兼
Ｃ
Ｆ
Ｏ
兼
経
営
管
理

本
部
長
香
曽
我
部
武
▽
常
務
執
行
役
員

︵
上
席
執
行
役
員
︶
環
境
エ
ネ
ル
ギ


事
業
本
部
長
永
瀬
俊
哉

　
▽
関
連
事
業
本
部
事
業
推
進
部
長

︵
関
連
事
業
本
部
準
備
室
事
業
推
進
グ

ル

プ
担
当
部
長
︶
林
宏
行
▽
同
事
業

管
理
部
長
︵
同
準
備
室
事
業
管
理
グ
ル


プ
担
当
部
長
︶
井
道
和
唯

　
︵
４
月

日
︶
東
京
本
店
流
通
店
舗

事
業
部
統
括
副
事
業
部
長

東
京
本
店

流
通
店
舗
事
業
部
第
二
事
業
部
長
大
塚

竜
明

　
飛
島
建
設

　
︵
５
月
１
日
︶
民
間
営
業
担
当

取

締
役
兼
執
行
役
員
副
社
長
奥
山
誠
一

　
成
和
リ
ニ


ア
ル
ワ

ク
ス

　
︵
４
月
１
日
︶
取
締
役
︵
社
長
︶
山

上
正
敏
▽
社
長
︵
取
締
役
兼
執
行
役
員

工
事
統
轄
部
工
事
担
当
︶
幸
長
茂
雄

６


月
に
４
カ
所
で

施
工
管
理
士
の
研
修
会

繊
維
補
修
補
強
協
会

　
繊
維
補
修
補
強
協
会
︵
勝
俣

英
雄
会
長
︶
は

２
０
２
１
年

の
連
続
繊
維
施
工
士
と
連
続
繊

維
施
工
管
理
士
の
研
修
会
・
検

定
試
験
を

６


月
に
東
京

都
な
ど
で
開
く

連
続
繊
維
補

修
補
強
工
法
の
健
全
な
普
及
や

施
工
技
術
者
の
育
成
が
狙
い


　
詳
細
は
協
会
の
ホ

ム
ペ


ジ
︵http://w

w
w
.fir-st.co

m
/02.htm

l

︶
に
掲
載
し
て
い

る


　
講
習
会
の
概
要
は
次
の
通

り

▽
会
場
‖
①
開
催
日
②
開

催
場
所


　
︻
連
続
繊
維
施
工
士
︼

　
▽
大
阪
会
場
‖
①
７
月
３
日

②
東
大
阪
高
等
職
業
技
術
専
門

校
︵
大
阪
府
東
大
阪
市
︶
▽
東

京
会
場
‖
①
９
月

日
②
高
度

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

︵
千
葉
市

美
浜
区
︶

　
︻
連
続
繊
維
施
工
管
理
士
︼

　
▽
大
阪
会
場
‖
①
６
月
５
日

②
マ
イ
ド

ム
お
お
さ
か
︵
大

阪
市
中
央
区
︶
▽
東
京
会
場
‖

①
７
月

日
②
専
売
ビ
ル
ホ


ル
︵
東
京
都
港
区
︶
▽
福
岡
会

場
‖
①
９
月
４
日
②
福
岡
県
中

小
企
業
振
興
セ
ン
タ

︵
福
岡

市
博
多
区
︶
▽
仙
台
会
場
‖
①


月
９
日
②
フ

レ
ス
ト
仙
台

︵
仙
台
市
青
葉
区
︶


　
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド
型
サ


ビ
ス
の
名
称
は
﹁
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ａ

ｐ
︵
ビ

マ

プ
︶
﹂

国
土

交
通
省
が
提
供
す
る
土
地
デ


タ
や
山
下
Ｐ
Ｍ
Ｃ
が
蓄
積
す
る

建
物
関
連
の
情
報

家
賃
相
場

を
扱

た
サ
イ
ト
の
情
報
を
ひ

も
付
け
て
構
築
し
た

全
国
各

地
の
土
地
情
報
を
ベ

ス
に


敷
地
面
積
を
設
定
す
る
と
想
定

の
建
物
規
模
を
割
り
出
す

周

辺
エ
リ
ア
を
参
考
に
家
賃
相
場

も
把
握
で
き
る

関
係
法
令
を

順
守
し
つ
つ

土
地
の
有
効
活

用
を
支
援
す
る


　
数
値
情
報
は
常
に
最
新
情
報

を
反
映
し
て
い
る
た
め

現
地

に
出
向
か
な
く
て
も
正
確
な
情

報
を
ワ
ン
ス
ト

プ
で
提
供
す

る

人
為
的
ミ
ス
も
発
生
し
に

く
く

作
業
の

％
を
自
動
で

対
応
す
る

専
門
知
識
を
持


た
建
築
士
や
不
動
産
・
金
融
機

関
が
行
う
煩
雑
な
業
務
が
大
幅

に
減
る


　
利
用
料
金
︵
税
込
み
︶
は
月

額
で
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
６
６
０
０

円

ベ

シ

ク
プ
ラ
ン
１
万

３
２
０
０
円

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
３
万
０
８
０
０
円

年
間
で

最
大
３
億
円
程
度
の
収
益
を
見

込
む


　
山
下
Ｐ
Ｍ
Ｃ
に
よ
る
と

専

門
知
識
を
持
た
な
い
同
社
の
社

員
が
ビ

マ

プ
を
使
用
し
約

１
時
間
で
建
物
規
模
や
家
賃
相

場
を
算
定
で
き
た
と
い
う

他

企
業
と
も
連
携
し

サ

ビ
ス

内
容
を
ブ
ラ

シ

ア

プ
す

る
考
え


　
ビ

マ

プ
の
提
供
開
始
を

控
え

９
日
に
東
京
都
内
で
会

見
し
た
川
原
社
長
は
﹁
専
門
知

識
を
必
要
と
す
る
作
業
が
一
気

に
楽
に
な
る

土
地
利
用
な
ど

事
業
の
発
意
に
貢
献
す
る
﹂
と

コ
メ
ン
ト

同
席
し
た
木
下
雅

幸
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員
は

﹁
ユ

ザ

だ
け
で
な
く

一

般
の
人
々
に
建
築
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
ツ

ル
だ
﹂
と

期
待
す
る


　
大
成
ロ
テ

ク
は
９
日

代

表
的
な
建
設
工
事
の
情
報
や
進

捗
︵
し
ん
ち

く
︶
状
況
が
本

支
社

現
場
で
共
有
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
試
行
運
用
を
開
始
し

た
と
発
表
し
た

工
事
担
当
者

が
作
成
す
る
▽
工
事
概
要
書
▽

施
工
計
画
書
▽
実
施
予
算
書
▽

工
事
工
程
表
▽
現
場
状
況
写
真

▽
図
面
情
報
｜
な
ど
を
特
定
の

フ

ル
ダ
に
格
納
し
一
元
管
理

す
る


　
シ
ス
テ
ム
の
名
称
は
﹁
Ｔ
ａ

ｉ
ｓ
ｅ
ｉ
　
Ｒ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
　
Ｐ

ｌ
ａ
ｔ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
︵
大
成
ロ
テ


ク
・
プ
ラ

ト
ホ

ム
︶﹂

工
事
支
援
を
行
う
本
支
社
や
工

事
事
務
所
の
関
係
者

工
事
担

当
者
が
情
報
を
共
有
す
る

格

納
デ

タ
の
位
置
情
報
を
図
面

か
ら
読
み
取
り

ウ

ブ
の
バ


チ

ル
地
球
儀
で
確
認
で
き

る

情
報
は
デ

タ
ベ

ス
と

し
て
類
似
工
事
の
入
手

入
手

後
に
も
活
用
で
き
る

業
務
負

担
を
軽
減
し
生
産
性
の
向
上
に

貢
献
す
る


　
同
社
は
東
京
都
市
大
学
の
五

艘
隆
志
准
教
授
の
助
言
を
得
て

２
０
１
９
年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム

開
発
に
着
手

試
行
運
用
を
通

じ
課
題
を
洗
い
出
し
シ
ス
テ
ム

の
完
成
を
目
指
す


　
急
速
に
加
速
す
る
３
Ｄ
デ


タ
の
利
活
用
に
向
け

３
Ｄ
表

示
が
可
能
な
バ

チ

ル
地
球

儀
の
効
果
的
な
機
能
を
検
証

し

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
へ
の
対

応
を
含
め
シ
ス
テ
ム
を
高
度
化

す
る

将
来
的
に
は
建
設
機
械

や
作
業
員
の
移
動
デ

タ
を


産
業
分
野
ご
と
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
モ

ノ
の
イ
ン
タ

ネ

ト
︶
で
セ

ン
シ
ン
グ

自
動
収
集
し
た
生

産
管
理
デ

タ
を
基
に
重
機
や

作
業
員
の
稼
働
状
況
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
作
業
日
報

工
程
管

理
の
自
動
化
を
目
指
す


四
国
支
店
が
カ

ボ
ン

ニ


ト
ラ
ル
賞
受
賞ダイ

ダ
ン

　
ダ
イ
ダ
ン
の
四
国
支
店
﹁
エ

ネ
フ

ス
四
国
﹂
︵
高
松
市
︶

‖
写
真
‖
が

建
築
設
備
技
術

者
協
会
︵
赤
司
泰
義
会
長
︶
が

主
催
す
る
カ

ボ
ン
ニ


ト

ラ
ル
賞
を
受
賞
し
た

快
適
な

室
内
環
境
を
実
現
し
つ
つ

継

続
的
な
エ
ネ
ル
ギ

消
費
量
を

削
減
し

設
計
時
と
運
用
時
の

両
方
で
完
全
Ｚ
Ｅ
Ｂ
︵
ネ

ト

・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ

・
ビ
ル
︶

な
ど
を
達
成

建
物
の
環
境
性

能
と
利
用
者
の
快
適
性
を
高
く

評
価
さ
れ
た


　
エ
ネ
フ

ス
四
国
は

再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ

︵
太
陽
光
発

電

地
中
熱
採
熱
︶
の
積
極
的

な
活
用
や

天
井
レ
ス
照
明
空

調
一
体
型
シ
ス
テ
ム
﹁
シ

リ

ン
グ
フ
リ

﹂

い
す
型
タ
ス

ク
空
調
﹁
ク
リ
マ
チ

ア
﹂
な

ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ

性
と
快
適

性
を
両
立
す
る
独
自
技
術
を
導

入
し
て
い
る


　
同
支
店
の
所
在
地
は
本
町
６

の


Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
延
べ

１
１
８
１
平
方

の
規
模

２

０
１
９
年
３
月
に
竣
工
し
た


設
計
は
ダ
イ
ダ
ン

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ


シ
リ
テ


ズ

四
電
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
︵
高
松
市

原

田
雅
仁
社
長
︶
が

施
工
は
ダ

イ
ダ
ン

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ

シ
リ
テ



ズ
が
担
当
し
た

こ
れ
ま

で

建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ

性

能
表
示
制
度
︵
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
︶
で

最
高
ラ
ン
ク
︵
五
つ
星
︶
を
獲

得
す
る
ほ
か

建
築
環
境
総
合

性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
︵
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｂ
Ｅ
Ｅ
︶
で
Ｓ
ラ
ン
ク

日
本

政
策
投
資
銀
行
の
﹁
Ｄ
Ｂ
Ｊ
　

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
ｉ

ｎ
ｇ
認
証
﹂
で
四
つ
星
を
取
得

し
て
い
る


　
非
破
壊
検
査
な
ど
を
手
掛
け

る
偕
成
エ
ン
ジ
ニ
ア
︵
神
奈
川

県
大
和
市

小
濱
博
明
代
表
取

締
役
︶
が

電
磁
誘
導
方
式
で

金
属
の
内
部
情
報
を
把
握
す
る

非
接
触
・
非
破
壊
検
査
装
置
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
る

導

電
体
で
あ
れ
ば
検
査
が
可
能

で

で
こ
ぼ
こ
な
表
面
な
ど
複

雑
な
形
状
で
あ

て
も
検
査
が

可
能

コ
ン
ク
リ

ト
構
造
物

内
の
鉄
筋
の
健
全
性
を
点
検
で

き
る
鉄
筋
腐
食
非
破
壊
検
査
装

置
は
新
技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
︵
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
︶
に
も
登
録

さ
れ
て
い
る


　
提
供
す
る
﹁
Ｍ
Ｄ
Ｋ
磁
気
セ

ン
サ
シ
ス
テ
ム
﹂
は
電
磁
誘
導

セ
ン
サ

の
一
種

非
破
壊
で

材
料
内
部
の
情
報
が
得
ら
れ

る

鉄
道
レ

ル
に
セ
ン
サ


を
走
ら
せ
る
と

レ

ル
底
辺

や
裏
面
の
ど
こ
に
欠
陥
が
あ


て
も
検
出
で
き
る
と
い
う

ジ


バ
ラ
管
や
ア

ク
溶
接
の
表

面
な
ど
も
非
接
触
で
セ
ン
サ


を
走
ら
せ
る
だ
け
で
検
査
が
完

了
す
る


　
鉄
筋
腐
食
非
破
壊
検
査
装
置

は

コ
ン
ク
リ

ト
構
造
物
内

の
鉄
筋
の
健
全
性
を
検
査
で
き

る

鉄
筋
が
腐
食
な
ど
で
減
少

す
る
と

磁
力
線
に
影
響
が
出

る
た
め

こ
れ
を
解
析
し

腐

食
状
態
を
判
断
す
る

非
破
壊

で
検
査
で
き
る
た
め

コ
ン
ク

リ

ト
の
は
つ
り
作
業
や
検
査

後
の
復
旧
作
業
が
不
要

工
期

短
縮
や
安
全
性
向
上
な
ど
の
効

果
が
期
待
で
き
る
と
し
て
い

る


店
舗
用
ス
ポ

ト

ラ
イ
ト

機
種
に

コ
イ
ズ
ミ
照
明

　
コ
イ
ズ
ミ
照
明
︵
大
阪
市
中

央
区

佐
久
間
晋
社
長
︶
は


店
舗
施
設
用
照
明
器
具
﹁
Ｘ


Ｐ
ｒ
ｏ
﹂
シ
リ

ズ
の
新
商
品

を
発
売
す
る
‖
写
真

建
築
空

間
に
な
じ
む
シ
ン
プ
ル
な
シ
リ

ン
ダ

タ
イ
プ
︵
円
筒
状
︶
の

ス
ポ

ト
ラ
イ
ト
１
７
６
機
種

を
展
開

バ
ラ
つ
き
の
な
い
光

を
ス
ポ

ト
ラ
イ
ト
で
も
実
現

し
た

高
級
感
の
あ
る
空
間
か

ら
デ
ザ
イ
ン
オ
フ

ス
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
空
間

多
様
な
シ
チ


エ

シ

ン
で
活
用
で
き
る

よ
う
６
種
類
の
調
光
タ
イ
プ
を

そ
ろ
え

明
る
さ
に
合
わ
せ
て

３
種
類
の
サ
イ
ズ
を
用
意
し

た


　
シ
リ
ン
ダ

タ
イ
プ
の
ス
ポ


ト
ラ
イ
ト
で
課
題
だ

た
電

源
部
は

３
種
類
の
サ
イ
ズ
す

べ
て
で
ス
ラ
イ
ド
コ
ン
セ
ン
ト

幅
と
ほ
ぼ
同
じ
に
し
た

ス
マ


ト
で
電
源
ボ

ク
ス
レ
ス
の

よ
う
な
意
匠
を
実
現

電
源
ボ


ク
ス
の
両
断
面
も
フ
ラ

ト

設
計
の
た
め

つ
な
げ
て
配
置

し
た
場
合
も
継
ぎ
目
が
目
立
た

な
い


　
日
本
フ

ブ
テ

ク
は
９

日
建
設
会
社
や
設
計
事
務
所


フ

ブ
リ
ケ

タ


作
図
会

社
を
対
象
に
ク
ラ
ウ
ド
を
介
し

て
鉄
骨
専
用
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト

﹁
Ｋ
Ａ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
﹂
を
提
供

す
る
サ

ビ
ス
を
開
始
す
る
と

発
表
し
た

ユ

ザ

が
ど
こ

か
ら
で
も
ク
ラ
ウ
ド
を
介
し
て

Ｋ
Ａ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
な
り

Ｓ
造
構

造
物
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
作
成
や

デ

タ
活
用
が
可
能
に
な
る


積
算
か
ら
製
作
発
注

現
場
管

理
ま
で
の
一
連
の
業
務
が
効
率

化
す
る


　
Ｋ
Ａ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
は
同
社
が

開
発
し
た
Ｓ
造
構
造
物
の
３
Ｄ

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
鉄
骨
専
用

の
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト

３
Ｄ
モ
デ

ル
の
デ

タ
を
鉄
骨
の
積
算
や

製
作
発
注
︵
鋼
材
手
配
︶

現

場
管
理
に
至
る
一
連
の
業
務
に

活
用
で
き
る

適
用
案
件
の
鉄

骨
数
量
や
構
造
的
な
難
易
度
を

問
わ
ず

汎
用
性
が
高
い
点
が

特
長

鉄
骨
数
量
が

万

以

上
の
大
規
模
プ
ロ
ジ

ク
ト
に

適
用
さ
れ
て
い
る


　
今
回
開
始
す
る
サ

ビ
ス

﹁
Ｋ
Ａ
Ｐ
ク
ラ
ウ
ド
﹂
で
は


ユ

ザ

は
ク
ラ
ウ
ド
を
介
し

て
ど
こ
か
ら
で
も
最
新
バ

ジ


ン
の
Ｋ
Ａ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る

Ｋ
Ａ
Ｐ
シ
ス

テ
ム
の
ユ

ザ

は

従
来
と

同
額
の
保
守
料
を
負
担
す
る
こ

と
で
Ｋ
Ａ
Ｐ
ク
ラ
ウ
ド
も
利
用

で
き
る


　
今
後
は
建
設
会
社
や
設
計
事

務
所
を
対
象
に

構
造
Ｂ
Ｉ
Ｍ

デ

タ︵
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｔ
デ

タ
︶

を
Ｋ
Ａ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
の
３
Ｄ
モ

デ
ル
デ

タ
に
変
換
す
る
サ


ビ
ス
も
予
定
し
て
い
る

新
た

に
開
発
し
た
デ

タ
変
換
ソ
フ

ト
﹁
Ｋ
Ａ
Ｐ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｒ
ｅ

ｖ
ｉ
ｔ
︵
Ｋ
４
Ｒ
︶
﹂
を
活
用

す
る

一
部
の
企
業
を
対
象
に

提
供
を
開
始
し
て
お
り

提
供

実
績
は
約
１
５
０
物
件

鉄
骨

数
量
の
総
計
で
は

万

に
及

ぶ
と
い
う



